





The Way of Living after the Meiji Era of the Chief Retainer of the Aizu Domain  
Yamakawa Family Who is the Loser of Boshin War
－Record of the Sakurai Family Who Got Married to the Second Daughter Miwa－
Yukiko Endo
Yamakawa was the chief retainer of the Aizu Domain at the end of the Edo Period. The 
Yamakawa family comprised seven siblings, of whom the first son Hiroshi, second son Kenjiro, 
and fifth daughter Sutematsu were famous. This paper clarified the life of the second daughter Miwa 
that has remained unknown to date. Miwa moved to the  border of the Shimokita Peninsula when the 
Aizu Domain was reconstructed as the Tonami Domain after the Boshin War. Her husband Masaei 
Sakurai worked as the principal of an elementary school. In 1886, all members of her family settled 
in Nemuro as a colony because her first son Yasuhiko was recruited as militia settlement. Miwa 
delivered five sons and five daughters. As she was education-obsessed, she sent most of them to 
Tokyo from Nemuro and let them live in the Yamakawa family home as students. All brothers and 
sisters of the Yamakawa family maintained harmonious relations and supported each other well 
into adulthood. Miwa was an ideal, dutiful wife and devoted mother who always stayed with her 
husband and educated her children over the course of her lifetime, though she taught sewing at one 



















































































報』の特集「ふくしま人」にて「山川二葉」を連載（2013年 5 月 4 日、5 月11日、5 月18日、5
月25日、6 月 1 日付掲載）した。















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ミワは、3 歳上の二葉（長女）、2 歳上の浩（長男）に次いで、弘化 4 年（1847）11月





























































明治 2 年（1869）11月、斗南藩 17としての再興が決まり、翌年春より旧会津藩士は下北






















明治 3 年（1870）6 月、桜井家は斗南藩領である青森県田名部郡斗南岡72番地屋敷へ移
住した（私家版B）。斗南藩は 3 万石の領地はあったが、実質的には6000石ないしは7000


















桜井家は青森に残留し、明治 6 年（1873）年 5 月に青森県上北郡三本木村字並木34番地
へ移住、同年 7 月 7 日には次女ヤエが誕生した。同年11月、政衛は青森県三本木小学校の





























毎）、明治11年（1878）4 月 8 日に次男弘
ひろし
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他人の有に帰してしまった。







4 4 4 4 4
（注：保彦のこと）が練兵（毎日午前
4 4 4 4 4 4 4
中）に出ている間は、父上一人であとは女手のみなるため、開墾はとかく意の如
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
く進捗しなかった
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が細々ながらも続けられたが、扶助の廃止と共に生活難はひしひしと迫って来た
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良となり、しかも主食たる米そばを生産しない、この豊穣でない土地の農作物で
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は、一家の生活を維持し兼ねる有様


















































31 三女キヨは、明治25年（1892）4 月12日に長女サヨを産むが、明治32年（1899）6 月27日に早
勢善作（根室緑町 6 丁目15番地）へ養子縁組した。











































































37 明治16年（1883）8 月 1 日生。秋田県出身の屯田兵・佐々木辰次郎の長女（戸籍謄本）。
38 長男保彦には、明治34年（1901）8 月12日長女カホル、明治37年（1904）1 月 7 日次女春江、明






明治35年（1902）5 月 1 日には、三女キヨが嫡出ではないイキ（別名咲子）を出産する












































当賀小学校では 2  代、7 代の校長を務めた。伊藤は根室市内の遺跡調査、特にチャシの研究を
丹念にした。また、花咲港の車石の研究紹介、天然記念物である落石のサカイツツジを発見し
たことで知られる（猪熊編2009、根室千島歴史人名辞典編集委員会編2002：32）。職員録をみる







































































和に嫁ぐが、翌年 6 月 2 日に病死してしまった（戸籍謄本）。
一方、懋は、大正 5 年（1916）秋に健次郎の世話で明治紡績合資会社に就職が決まり、



















当時、東京帝国大学総長であった健次郎 48 の日記 49 によるものである。それによると、健




































































7 月 6 日筆者撮影
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